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１ 新しい学習指導要領について



１ 新しい学習指導要領について

新しい学習指導要領では，目標及び指導内容を
「育成を目指す資質・能力」の三つの柱で
整理し直しました。

「育成を目指す資質・能力」の
三つの柱

「知識及び技能」

「思考力，判断力，表現力等」

「学びに向かう力，人間性等」



＜現行＞

芸術科目標
芸術の幅広い活動を通して，生涯にわたり

芸術を愛好する心情を育てるとともに，感性
を高め，芸術の諸能力を伸ばし，芸術文化に
ついての理解を深め，豊かな情操を養う。

芸術科 目標

＜改訂後＞

芸術科目標
芸術の幅広い活動を通して，各科目におけ

る見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の
芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

(1)   芸術に関する各科目の特質について理解
するとともに，意図に基づいて表現する
ための技能を身に付けるようにする。

(2)   創造的な表現を工夫したり，芸術のよさ
や美しさを深く味わったりすることがで
きるようにする。

(3)   生涯にわたり芸術を愛好する心情を育む
とともに，感性を高め，心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養い，豊かな
情操を培う。

知識及び技能

学びに向かう力，人間性等

思考力，判断力，表現力等

１ 新しい学習指導要領について



＜現行＞

書道Ⅰ目標
書道の幅広い活動を通して，生涯にわたり

書を愛好する心情を育てるとともに，感性を
高め，書写能力の向上を図り，表現と鑑賞の
基礎的な能力を伸ばし，書の伝統と文化につ
いての理解を深める。

書道Ⅰ 目標

＜改訂後＞

書道Ⅰ目標
書道の幅広い活動を通して，書に関する見

方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字
や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)   書の表現の方法や形式，多様性などにつ
いて幅広く理解するとともに，書写能力
の向上を図り，書の伝統に基づき，効果
的に表現するための基礎的な技能を身に
付けるようにする。

(2)   書のよさや美しさを感受し，意図に基づ
いて構想し表現を工夫したり，作品や書
の伝統と文化の意味や価値を考え，書の
美を味わい捉えたりすることができるよ
うにする。

(3)   主体的に書の幅広い活動に取り組み，生
涯にわたり書を愛好する心情を育むとと
もに，感性を高め，書の伝統と文化に親
しみ，書を通して心豊かな生活や社会を
創造していく態度を養う。

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

知識及び技能

１ 新しい学習指導要領について



＜現行＞

書道ⅠＡ表現（例：漢字仮名交じりの書）

表現に関して，次の事項を指導する。

(1) 漢字仮名交じりの書

ア 用具・用材の特徴を理解し，適切に扱うこと。

イ 漢字と仮名の調和した線質の表し方を習得す
ること。

ウ 字形，文字の大きさと全体の構成を工夫する
こと。

エ 名筆を生かした表現を理解し，工夫すること。

オ 目的や用途に即した形式，意図に基づく表現
を工夫すること。

書道Ⅰ ２内容 Ａ表現 例：(1) 漢字仮名交じりの書

＜改訂後＞

書道ⅠＡ表現（例：漢字仮名交じりの書）

表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

(1) 漢字仮名交じりの書

漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。

ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)
から(ｳ)までについて構想し工夫すること。

(ｱ) 漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体
の構成

(ｲ) 目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表
現

(ｳ) 名筆を生かした表現や現代に生きる表現

イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

(ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

(ｲ) 名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり

ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

(ｱ) 目的や用途に即した効果的な表現

(ｲ) 漢字と仮名の調和した線質による表現

知識

技能

思考力，判断力，表現力等

１ 新しい学習指導要領について



＜現行＞

書道ⅠＢ鑑賞
鑑賞に関して，次の事項を指導する。

ア 日常生活における書への関心を高め，その効
用を理解すること。

イ 見ることを楽しみ，書の美しさと表現効果を
味わい，感じ取ること。

ウ 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化につ
いて理解すること。

エ 漢字の書体の変遷，仮名の成立等を理解する
こと。

書道Ⅰ ２内容 Ｂ鑑賞

＜改訂後＞

書道ⅠＢ鑑賞
鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

(1) 鑑賞

鑑賞に関する次の事項を身に付けることができ
るよう指導する。

ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが
ら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美
しさを味わって捉えること。

(ｱ) 作品の価値とその根拠

(ｲ) 生活や社会における書の効用

イ 次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。

(ｱ) 線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣
との関わり

(ｲ) 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化

(ｳ) 漢字の書体の変遷，仮名の成立等

(ｴ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態

知識

思考力，判断力，表現力等

１ 新しい学習指導要領について



〔共通事項〕

〔共通事項〕⇒「知識」に関する資質・能力 として新設

表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

(1)「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて

理解すること。

イ 書を構成する要素について，それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて

理解すること。

⇒ 表現と鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力

⇒ 表現と鑑賞の指導を通して、身に付ける

※ 書道Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで共通

※ 音楽：ア「思考力，判断力，表現力等」、イ「知識」

美術･工芸： ア「知識」、イ「知識」

知識

知識

１ 新しい学習指導要領について



＜現行＞

書道ⅠＡ表現（例：漢字仮名交じりの書）

表現に関して，次の事項を指導する。

(1) 漢字仮名交じりの書

ア 用具・用材の特徴を理解し，適切に扱うこと。

イ 漢字と仮名の調和した線質の表し方を習得す
ること。

ウ 字形，文字の大きさと全体の構成を工夫する
こと。

エ 名筆を生かした表現を理解し，工夫すること。

オ 目的や用途に即した形式，意図に基づく表現
を工夫すること。

書道Ⅰ ２内容 Ａ表現 例：(1) 漢字仮名交じりの書

＜改訂後＞

書道ⅠＡ表現（例：漢字仮名交じりの書）

表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

(1) 漢字仮名交じりの書

漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。

ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)
から(ｳ)までについて構想し工夫すること。

(ｱ) 漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体
の構成

(ｲ) 目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表
現

(ｳ) 名筆を生かした表現や現代に生きる表現

イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

(ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

(ｲ) 名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり

ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

(ｱ) 目的や用途に即した効果的な表現

(ｲ) 漢字と仮名の調和した線質による表現

知識

用具・用材の特徴と
表現効果との関わり

表現と用筆・運筆
との関わり

１ 新しい学習指導要領について



＜現行＞

書道ⅠＢ鑑賞
鑑賞に関して，次の事項を指導する。

ア 日常生活における書への関心を高め，その効
用を理解すること。

イ 見ることを楽しみ，書の美しさと表現効果を
味わい，感じ取ること。

ウ 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化につ
いて理解すること。

エ 漢字の書体の変遷，仮名の成立等を理解する
こと。

書道Ⅰ ２内容 Ｂ鑑賞

＜改訂後＞

書道ⅠＢ鑑賞
鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

(1) 鑑賞

鑑賞に関する次の事項を身に付けることができ
るよう指導する。

ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが
ら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美
しさを味わって捉えること。

(ｱ) 作品の価値とその根拠

(ｲ) 生活や社会における書の効用

イ 次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。

(ｱ) 線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣
との関わり

(ｲ) 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化

(ｳ) 漢字の書体の変遷，仮名の成立等

(ｴ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態

知識

線質，字形，構成等の要素と
表現効果や風趣との関わり

１ 新しい学習指導要領について



「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞」との相互関連

書道Ⅰ 内容の取扱い

ここでは，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」のそれぞれの指導事項を相互に
関連付けて，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の関連を図りながら指導するこ
とにより，広く書に関わる資質・能力を育成することを示している。

｢(1)漢字仮名交じりの書｣，「(2)漢字の書」及び「(3)仮名の書」のそれ
ぞれの「Ａ表現」の指導では，「Ｂ鑑賞」での学習を通して身に付けた
資質・能力や学習成果を生かしながら「Ａ表現」での学びを深め，「Ｂ
鑑賞」の指導においては，「Ａ表現」での学習を通して身に付けた資
質・能力や学習成果を生かしながら「Ｂ鑑賞」での学びを深められるよ
う，常に相互に関連を図りながら展開させていくことが大切である。

高等学校学習指導要領解説芸術編 書道Ⅰ

(1)  内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については，それぞれ特定
の活動のみに偏らないようにするとともに，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」
相互の関連を図るものとする。

１ 新しい学習指導要領について



芸術科（書道）における「見方・考え方」

↓

「書に関する見方・考え方」

感性を働かせ，書を，書を構成する要素やそれ

らが相互に関連する働きの視点で捉え，書かれた

言葉，歴史的背景，生活や社会，諸文化などとの

関わりから，書の表現の意味や価値を見いだすこ

と。

書に関する見方・考え方

１ 新しい学習指導要領について



＜総則編より＞

第１章 総 説

第1節 改訂の経緯及び基本方針

２ 改訂の基本方針

(3)「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

④ 深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせること
が重要になること。各教科等の「見方・考え方」は，「ど
のような視点で物事を捉え，どのような考え方で思考して
いくのか」というその教科等ならではの物事を捉える視点
や考え方である。各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をな
すものであり，教科等の学習と社会をつなぐものであるこ
とから，生徒が学習や人生において「見方・考え方」を自
在に働かせることができるようにすることにこそ，教師の
専門性が発揮されることが求められること。

書に関する見方・考え方

１ 新しい学習指導要領について



２ GIGAスクール構想のもとでの

高等学校芸術科書道の指導について

～芸術科書道の目標や特質・特性に応じた

ICT(１人１台端末)の活用～



１．高等学校芸術科（書道）におけるＩＣＴの効果的な活用

GIGAスクール構想のもとでの【芸術科（書道）】の指導において

ICTを活用する際のポイント

２．新学習指導要領に示した「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導におけるＩＣＴの活用

「Ａ表現」では，「Ｂ鑑賞」との関連を図る上で，コンピュータやプロジェクタ，大型モニター等の機器や画像・映像教
材を有効に活用することが求められる。範書の提示に広く活用される実物投影機（OHC）の他，映像撮影機器やタ
ブレット型のコンピュータを活用し，生徒の制作過程を撮影し，クラス内での共有や対話を通して相互に考えを深める活
動や，生徒の作品を撮影・記録・蓄積し，学習成果やその変容の比較・検証に主体的に取り組めるポートフォリオは，
書道におけるICT活用の好例と言える。映像撮影機器を活用し，運筆での自身の筆などの運動を分析的に捉えたり振
り返ったりすることは，書の重要な特性である運動性や時間性について主体的に深く考える上で有効である。

「Ｂ鑑賞」では，情報通信ネットワークを活用した調べ学習の他，「Ａ表現」との関連を図る上で，映像機器や画
像・映像教材を有効に活用することが求められる。「Ａ表現」での生徒の制作過程及び作品の画像や映像を取り上げて
生徒の作品の固有の価値について考えさせたり，実物と直接向き合えない古典や名筆，鑑賞の方法や場を考える上
での教材となる展示物や建築様式等について，美術館，博物館等のWeb ページ掲載の画像を活用したりするなど，
今次改訂で示した鑑賞活動の幅に対応した工夫が求められる。

高等学校芸術科（書道）においては，用具・用材の特質・特性を体感したり，実物と直接向き合ったりする学習活
動と，ICTを活用する学習活動とを，学習内容やその段階に応じて適切に関連付けながら，効果的に指導できるよう
工夫することが重要である。

https://www.mext.go.jp/content/20210712-mxt_kyoiku01-000015701_ts.pdf



「書道Ⅰ」での「Ａ表現」の古典の臨書においては，古典を通して，書体や書風と
用筆・運筆との関わりや，用具・用材の特徴と表現効果との関わりについて理解し，
古典に基づく基本的な用筆・運筆や，古典の線質，字形や構成を生かした表現の
技能を身に付け，それらを得たり生かしたりしながら，古典の書体や書風に即した用
筆・運筆，字形，全体の構成や，意図に基づいた表現について構想・工夫し，主
体的に表現や鑑賞の活動に取り組もうとすることが目標となる。

ICT機器，コンピュータ等のカメラ付きICT端末，学習支援ソフト等を使って,作品
を共有して相互鑑賞や意見交換をしたり，学習の振り返りや表現の工夫に生かすこ
とに主体的に取り組んだり，インターネット等により書の表現の多様性に触れたりする
学習活動において，書の特質・特性に応じてICT端末の利点を生かし，効果的に活
用することが重要である。

事例の概要

ICT活用のポイント

活動の目標

ここでは，臨書の学習過程の汎用的な例を取り上げている。ICT端末を活用する
活動場面として，書風の特徴等を捉え理解を深めるために，示範動画や多様な例
を示す場面，作品の共有・相互鑑賞及びそれに伴う意見交換に見方・考え方を働
かせる場面，それぞれが表現の工夫の見直しに取り組む際，表現における自身の運
筆の様子を撮影した動画や指導者による示範動画を主体的に振り返ったり繰り返し
視聴したりすることにより,理解や思考を深めたり表現の工夫の幅を広げたりする場面
などを設定している。

＜学習過程＞

前時の学習の振り返り

試書

古典の書風・既習の知識・範書の確認，（意見交換
）

表現の工夫＜構想・自己課題の設定＞

表現＜作品制作＞

作品と表現の工夫の共有・意見交換

既存の知識の再確認・新たな知識の確認

表現の工夫の見直し＜構想・自己課題の再設定＞

表現＜作品制作＞

作品と表現の工夫の共有・意見交換

表現の工夫の見直し

自己評価＜次時に向けた構想・課題の見通し＞

本時の学習のまとめ

高等学校・第1学年・芸術科（書道）・「書道Ⅰ」①
～「Ａ表現」 における臨書の学習とＩＣＴの活用～

https://www.mext.go.jp/content/20210712-mxt_kyoiku01-000015701_ts.pdf



【ICTの効果的な活用が期待される場面】
• ICT端末により撮影・記録した動画や画像をクラス全体で共有し，相互鑑賞や意見交換

等の言語活動を，見方・考え方を働かせた全体によるリアルタイムでの意見交換へと充実
・発展させる。

• 直接見たり触れたりすることができない資料や，実物では味わえないものの画像等を大画
面やICT端末等で効果的に提示し，理解を深めさせる。

• 教科書や配付資料に加え，多様な作品や書の例を提示したり，インターネットを活用した
りすることで，書の表現の多様さや書独特の表現性や表現効果への理解を深めさせる。

• 自身の学習過程･思考過程をデジタルポートフォリオとしてクラウドに記録・蓄積したものや,
教師による個人および集団に対する指導の動画を，ICT端末を利用して生徒それぞれの
ペースで振り返ったり繰り返し確認したりできることで，自らで思考を深めながら学習を進め
たり，主体的に表現の工夫に生かしたりすることを促す。

【ICT活用のメリットと留意点】
• 見方･考え方を働かせた他者との交流・言語活動を生かして，生徒それぞれのペースで学

習を振り返り，自らで思考を深めながら主体的に学習を進めたりする上で効果的である。

• 書の特質・特性に応じて，運筆･線質等に関わる指導内容(遅速･緩急･抑揚･呼応等)
や，運動性や時間性等について，動画のスロー再生等の機能を使って，生徒が主体的
に理解を深める上で効果的である。

• 一方で，ICT端末による画像や動画では，書の多様な美や書の特質･特性に大きく関
わる筆者の性情，呼吸，息づかい等は伝わりづらいため，ICTの利点を効果的に活用
するとともに，従来の指導･学習の方法を適切に併用するなど，書の特質・特性に応じた
ICTの効果的な活用の工夫が重要である。

【生徒自身の運筆動画の撮影】

【作品の共有・相互鑑賞，意見交換】

【活用したソフトや機能】

写真・動画撮影機能，学習支援ソフト

高等学校・第1学年・芸術科（書道）・「書道Ⅰ」②
～書の特質・特性に応じたＩＣＴの効果的な活用～

https://www.mext.go.jp/content/20210712-mxt_kyoiku01-000015701_ts.pdf



中等教育資料７月号「新学習指導要領とICTの効果的な活用①（解説 音楽，美術，芸術（音楽，美術，工芸、書道）」（令和元年７月）

新学習指導要領とICTの効果的な活用

書道においては，用具・用材の特質・特性を体感したり，実物と直接向き合ったりする学習活
動と，ICTを活用する学習活動とを，学習内容やその段階に応じて適切に関連付けながら，効果的
に指導できるよう工夫することが重要である。
「Ａ表現」では，「Ｂ鑑賞」との関連を図る上で，コンピュータやプロジェクタ，大型モニター

等の機器や画像・映像教材を有効に活用することが求められる。
範書の提示に広く活用される実物投影機（OHC）については，レンズ部の高さや，運筆におけ

る筆などの動きをスムーズに映す機能などに課題もあり，機器の機能や選択に留意する必要があ
る。

映像撮影機器やタブレット型のコンピュータを活用し，生徒の制作過程を撮影し，クラス内で
の共有や対話を通して相互に考えを深める活動や，生徒の作品を撮影・記録・蓄積し，学習成果
やその変容の比較・検証に主体的に取り組めるポートフォリオは，書道におけるICT活用の好例と
言える。

映像撮影機器を活用し，運筆での自身の筆などの運動を分析的に捉えたり振り返ったりするこ
とは，書の重要な特性である運動性や時間性について主体的に深く考える上で有効である。

「Ｂ鑑賞」では，情報通信ネットワークを活用した調べ学習の他，「Ａ表現」との関連を図る
上で，映像機器や画像・映像教材を有効に活用することが求められる。「Ａ表現」での生徒の制
作過程及び作品の画像や映像を取り上げて生徒の作品の固有の価値について考えさせたり，実物
と直接向き合えない古典や名筆，鑑賞の方法や場を考える上での教材となる展示物や建築様式等
について，美術館，博物館等のWeb ページ掲載の画像を活用したりするなど，今次改訂で示した
鑑賞活動の幅に対応した工夫が求められる。

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について
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新学習指導要領とICTの効果的な活用

書道においては，用具・用材の特質・特性を体感したり，実物と直接向き合ったりする学習活
動と，ICTを活用する学習活動とを，学習内容やその段階に応じて適切に関連付けながら，効果的
に指導できるよう工夫することが重要である。
「Ａ表現」では，「Ｂ鑑賞」との関連を図る上で，コンピュータやプロジェクタ，大型モニター

等の機器や画像・映像教材を有効に活用することが求められる。
範書の提示に広く活用される実物投影機（OHC）については，レンズ部の高さや，運筆におけ

る筆などの動きをスムーズに映す機能などに課題もあり，機器の機能や選択に留意する必要があ
る。

映像撮影機器やタブレット型のコンピュータを活用し，生徒の制作過程を撮影し，クラス内で
の共有や対話を通して相互に考えを深める活動や，生徒の作品を撮影・記録・蓄積し，学習成果
やその変容の比較・検証に主体的に取り組めるポートフォリオは，書道におけるICT活用の好例と
言える。

映像撮影機器を活用し，運筆での自身の筆などの運動を分析的に捉えたり振り返ったりするこ
とは，書の重要な特性である運動性や時間性について主体的に深く考える上で有効である。

「Ｂ鑑賞」では，情報通信ネットワークを活用した調べ学習の他，「Ａ表現」との関連を図る
上で，映像機器や画像・映像教材を有効に活用することが求められる。「Ａ表現」での生徒の制
作過程及び作品の画像や映像を取り上げて生徒の作品の固有の価値について考えさせたり，実物
と直接向き合えない古典や名筆，鑑賞の方法や場を考える上での教材となる展示物や建築様式等
について，美術館，博物館等のWeb ページ掲載の画像を活用したりするなど，今次改訂で示した
鑑賞活動の幅に対応した工夫が求められる。

用具・用材の特質・特性を体感したり，
実物と直接向き合ったりする学習活動

ＩＣＴを活用する学習活動

学習内容やその段階に応じて適切に関連づけながら，
効果的に指導できるよう工夫

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



自身の制作過程での運筆の動画を撮影 自身の作品を撮影

自身の制作過程の動画，教員の示範動画を活用した学習

記録・蓄積

共有･対話･交流

思考･判断
主体的取組

全体で作品を共有し，相互鑑賞・相互批評

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



制作過程における運筆，筆などの運動を記
録・蓄積し，客観視したり，ポートフォリ
オとして学習成果や変容の比較・検証に主
体的に取り組むことに有効。
※一人１台のカメラ付きのタブレット型コンピュータ等が必須。

記録した動画や画像をクラス全体で共有・
相互鑑賞し，意見交換や相互批評等の言語
活動を，見方・考え方を働かせた全体での
対話・交流へと充実・発展させるのに有効。

ＩＣＴを活用することで･･･

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



感じ方や捉え方の共有，個々に設定した課題の共有

意見交換･相互批評（ICTを活用した言語活動）

インターネットの活用

インターネットを活用した表現（創作）活動

硯面の電子顕微鏡拡大画像

リアルタイムでの
共有･対話･交流

多様な表現

個性･創造性

接することが
できない資料
実物では味わえない
世界

感じ方や捉え方，
考え方の交流

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



リアルタイムでの共有･意見交換が可能。

生徒個々の個性や創造性に応じた学習に有効。

ＩＣＴを活用することで･･･

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



書道におけるＩＣＴ活用上の留意点

ＩＣＴによる画像や動画では，書の多様な
美や書の特性に大きく関わる筆者の性情，
呼吸，息づかい等は伝えづらい。

ＩＣＴの利点を生かし，従来の指導･学習の
方法と併用するなど，書の特性に応じたＩ
ＣＴの効果的な活用の工夫が必要。

生徒を教卓回りに集めての直接示範

示範動画を大型提示装置に提示，学習者用コンピュータへ配信

ＩＣＴの利点を
生かした転換

書の特性に応じた
工夫(併用)

ICTを活用することで･･･

自身の学習過程･思考過程はもちろんのこ
と，教師による個人および集団に対する
指導を，生徒個々のペースで振り返り，
繰り返し確認することで，自らで思考を
深めながら学習を進めることが可能。

運筆･線質に関わる指導内容（遅速･緩急･
抑揚･呼応等）への理解を，生徒が主体的
に深めることが可能。

書道の学習で重要な運動性や時間性につ
いて，スロー再生等の機能を使って理解
を深めることが可能。

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



用具・用材の特質・特性を体感したり，
実物と直接向き合ったりする学習活動

ＩＣＴを活用する学習活動

ＩＣＴの利点を
生かした転換

書の特性に応じた
工夫（併用）

学習内容やその段階に応じ
て適切に関連づけながら，
効果的に指導できるよう
工夫

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



自身の学習過程･思考過程はもちろんのこと，教師
による個人および集団に対する指導を，生徒個々の
ペースで振り返り，繰り返し確認することで，自ら
で思考を深めながら学習を進めることが可能。

運筆･線質に関わる指導内容（遅速･緩急･抑揚･呼応
等）への理解を，生徒が主体的に深めることが可能。

書道の学習で重要な運動性や時間性について，ス
ロー再生等の機能を使って理解を深めることが可能。

ＩＣＴを活用することで･･･

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



書道におけるＩＣＴ活用上の留意点

ＩＣＴによる画像や動画では，書の多様な美
や書の特質･特性に大きく関わる筆者の性情，
呼吸，息づかい等は伝えづらい。

ＩＣＴの利点を生かし，従来の指導･学習の
方法と併用するなど，書の特質･特性に応じ
たＩＣＴの効果的な活用の工夫が必要。

ＩＣＴを活用することで･･･

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



新しい学習指導要領の趣旨を
踏まえた上で、
三つの柱で示された
育成を目指す資質・能力を明確にし、
その育成のために
ICTを効果的に活用することが大切。

ＩＣＴを効果的に活用するために

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解する
とともに，書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的
に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。

ＩＣＴを効果的に活用するために

(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工
夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美
を味わい捉えたりすることができるようにする。

(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好
する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親し
み，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中
の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。

高等学校学習指導要領「書道Ⅰ」１ 目標

知識
及び
技能

思考力，
判断力，
表現力等

学びに
向かう力，
人間性等

２ ＧＩＧＡスクール構想のもとでの芸術科（書道）の指導について



３ 学習評価について



３ 学習評価について



３ 学習評価について



３ 学習評価について



⇒「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」

答 申

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び
特別支援学校の学習指導要領等の改善及び
必要な方策等について（答申）」

平成28年12月21日 中央教育審議会

報 告

「児童生徒の学習評価の在り方について
（報告）」 平成31年1月21日

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会

改善等通知

「小学校，中学校，高等学校及び特別支援
学校等における児童生徒の学習評価及び
指導要録の改善等について（通知）」

平成31年3月29日 初等中等教育局長通知

国立教育政策研究所

国立教育政策研究所

３ 学習評価について

学習評価 関連資料



３ 学習評価について

観点別学習状況の評価の観点

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

＜平成21年改訂＞

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

＜平成30年改訂＞

➡



国立教育政策研究所 学習評価の在り方ハンドブック

３ 学習評価について



国立教育政策研究所
学習評価の在り方ハンドブック

３ 学習評価について









３ 学習評価について

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html



３ 学習評価について

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html



３ 学習評価について



内容のまとまりごとの評価規準，単元ごとの評価規準の作成

学習指導要領に示された教科及び科目の目標

単元ごとの評価規準

書道Ⅰの「評価の観点の趣旨」（例）

内容のまとまりごとの評価規準

芸術科（書道）の「評価の観点及びその趣旨」

学習指導要領

改善等通知

参考資料

参考資料
（作成方法と例）

参考資料
（作成方法と事例）

各学校で作成

各学校で作成

参考資料 第２編

参考資料 第３編

３ 学習評価について



高等学校 芸術科（書道）の「内容のまとまり」

（例）書道Ⅰ

「内容のまとまり」

学習指導要領に示す各教科等の目標及び内容の項目等を
そのまとまりごとに細分化したり整理したもの。

「Ａ表現」(1) 漢字仮名交じりの書 及び 〔共通事項〕(1)     

「Ａ表現」(2) 漢字の書 及び 〔共通事項〕(1)     

「Ａ表現」(3) 仮名の書 及び 〔共通事項〕(1)     

「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞 及び 〔共通事項〕(1)     

３ 学習評価について



「Ａ表現」
(1) 漢字仮名交じりの書
及び 〔共通事項〕(1)     

「Ａ表現」(2) 漢字の書
及び 〔共通事項〕(1)     

「Ａ表現」(3) 仮名の書
及び 〔共通事項〕(1)     

「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞
及び 〔共通事項〕(1)     

「内容のまとまり」
「内容のまとまりごとの
評価規準」

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

３ 学習評価について



「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料（案）

高等学校 芸術科（書道）

国立教育政策研究所

↓

例示した内容のまとまり（２例）

「「Ａ表現」(1) 漢字仮名交じりの書
及び 〔共通事項〕(1)」

「「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞及び〔共通事項〕(1) 」

第２編

「内容のまとまりごとの評価規準」
を作成する際の手順

３ 学習評価について



＜主体的に学習に取り組む態度＞
学習指導要領における書道Ⅰの目標(3)及び「知識及び技能」，「思考力，判断力，

表現力等」の内容を参考にする。
※ 必要に応じて書道の評価の観点の趣旨（「主体的に学習に取り組む態度」に関

わる部分）等を用いて作成する。

＜知識・技能の知識＞
「知識」の評価規準の作成に当たっては，イの(ｱ)及び(ｲ)の指導事項の文末を「～

について理解している」とし，学習状況として表すことにより評価規準とすること
ができる。

＜知識・技能の技能＞
「技能」の評価規準の作成に当たっては，「Ａ表現」のウの(ｱ)及び(ｲ)の指導事項

の文末を「～の技能を身に付けている」とし，学習状況として表すことにより評価
規準とすることができる。

＜思考・判断・表現＞
「思考・判断・表現」の評価規準の作成に当たっては，「Ａ表現」のアの(ｱ)から

(ｳ) （「漢字の書」及び「仮名の書」では(ｱ)及び(ｲ) ）の指導事項を「 ～について
構想し工夫している」とし，学習状況として表すことにより評価規準とすることが
できる。

評価規準の作成に当たって

３ 学習評価について



知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

〔共通事項〕
ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性
とその表現効果との関わりについて理解
すること。

イ 書を構成する要素について，それら相互
の関連がもたらす働きと関わらせて理解
すること。

「Ａ表現」
表現に関する資質・能力を次のとおり育

成する。
(1)  漢字仮名交じりの書

漢字仮名交じりの書に関する次の事項を
身に付けることができるよう指導する。
イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

(ｱ)   用具・用材の特徴と表現効果との関
わり

(ｲ)   名筆や現代の書の表現と用筆・運筆
との関わり

ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
(ｱ)   目的や用途に即した効果的な表現
(ｲ)   漢字と仮名の調和した線質による表

現

「Ａ表現」
表現に関する資質・能力を次

のとおり育成する。
(1)   漢字仮名交じりの書

漢字仮名交じりの書に関する
次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。
ア 知識や技能を得たり生かし

たりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)
までについて構想し工夫する
こと。
(ｱ)   漢字と仮名の調和した字

形，文字の大きさ，全体の
構成

(ｲ)   目的や用途に即した表現
形式，意図に基づいた表現

(ｳ)   名筆を生かした表現や現
代に生きる表現

※内容には，学びに向かう
力，人間性等について示
されていないことから，
該当科目の目標(3)及び
「知識及び技能」，「思
考力，判断力，表現力
等」に該当する学習指導
要領の内容を参考にする。

学習指導要領「書道Ⅰ」「Ａ表現」(1) 漢字仮名交じりの書 及び〔共通事項〕(1)

学
習
指
導
要
領

２

内
容

３ 学習評価について



知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

・用具・用材の特徴と表現効
果との関わりについて理解
している。

・名筆や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについ
て理解している。

・目的や用途に即した効果的
な表現の技能を身に付けて
いる。

・漢字と仮名の調和した線質
による表現の技能を身に付
けている。

・漢字と仮名の調和した字形，
文字の大きさ，全体の構成
について構想し工夫してい
る。

・目的や用途に即した表現形
式，意図に基づいた表現に
ついて構想し工夫している。

・名筆を生かした表現や現代
に生きる表現について構想
し工夫している。

主体的に「漢字仮名交じ
りの書」の幅広い表現の
学習活動に取り組もうと
している。

「書道Ⅰ」「Ａ表現」(1)漢字仮名交じりの書 及び〔共通事項〕(1)
「内容のまとまりごとの評価規準」 (例)

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（案） 高等学校芸術科（書道）」国立教育政策研究所

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

例

〔共通事項〕

３ 学習評価について



知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

・用具・用材の特徴と表現効
果との関わりについて理解
している。

・名筆や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについ
て理解している。

・目的や用途に即した効果的
な表現の技能を身に付けて
いる。

・漢字と仮名の調和した線質
による表現の技能を身に付
けている。

・漢字と仮名の調和した字形，
文字の大きさ，全体の構成
について構想し工夫してい
る。

・目的や用途に即した表現形
式，意図に基づいた表現に
ついて構想し工夫している。

・名筆を生かした表現や現代
に生きる表現について構想
し工夫している。

主体的に「漢字仮名交じ
りの書」の幅広い表現の
学習活動に取り組もうと
している。

「書道Ⅰ」「Ａ表現」(1)漢字仮名交じりの書 及び〔共通事項〕(1)
「内容のまとまりごとの評価規準」 (例)

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（案） 高等学校芸術科（書道）」国立教育政策研究所

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

例

〔共通事項〕

３ 学習評価について

評価規準として設定する必要はない。



「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料（案）

高等学校 芸術科（書道）

国立教育政策研究所

↓

取り上げた事例（１例）

「漢字仮名交じりの書」の創作

「「Ａ表現」(1) 漢字仮名交じりの書
及び 〔共通事項〕(1)」と

「「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞 及び〔共通事項〕(1) 」
の複合単元

第３編

単元ごとの学習評価について
（事例）

３ 学習評価について



単元ごとの評価規準の作成

内容のまとまりごとの評価規準

単元ごとの評価規準

単元の目標や内容に応じて
文言等を変更

学習指導要領に示された
目標や内容を踏まえて作成

３ 学習評価について



第３編で取り上げた事例

「書道Ⅰ」における

「「Ａ表現」(1) 漢字仮名交じりの書 及び 〔共通事項〕(1)」

と

「「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞 及び〔共通事項〕(1) 」

の 複合単元

↓ 

「書道Ⅰ」における

「「Ａ表現」(1) 漢字仮名交じりの書 及び 〔共通事項〕(1)」

と

「「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞 及び〔共通事項〕(1) 」

の「内容のまとまりごとの評価規準」に基づいて

「単元の評価規準」を作成

３ 学習評価について



「書道Ⅰ」における

「「Ａ表現」(1) 漢字仮名交じりの書 及び 〔共通事項〕(1)」

と

「「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞 及び〔共通事項〕(1) 」

の 複合単元

第３編で取り上げた事例は １例（芸術科で統一）

↓ 

「漢字仮名交じりの書」は、およそ単一の単元で設定
（本事例では三単元構成のうちの第二単元）

「漢字の書」「仮名の書」では、臨書・創作など、大小の複数の単元を設定可能

↓

「内容のまとまりごとの評価規準」のうちから
単元の目標及び学習指導内容に応じて選択可能

↓

「単元の評価規準」により「内容のまとまり」ごとに評価を総括できるように

３ 学習評価について



Ｂ鑑賞（1）鑑賞

(1) 鑑賞

鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)に

ついて考え，書のよさや美しさを味わって捉えること。

(ｱ) 作品の価値とその根拠

(ｲ) 生活や社会における書の効用

イ 次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。

(ｱ) 線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり

(ｲ) 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化

(ｳ) 漢字の書体の変遷，仮名の成立等

(ｴ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態

Ａ表現（1）漢字仮名交じりの書

(1) 漢字仮名交じりの書

漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。

ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までにつ

いて構想し工夫すること。

(ｱ) 漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成

(ｲ) 目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現

(ｳ) 名筆を生かした表現や現代に生きる表現

イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

(ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

(ｲ) 名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり

ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

(ｱ) 目的や用途に即した効果的な表現

(ｲ) 漢字と仮名の調和した線質による表現

「内容のまとまり」書道Ⅰ「Ａ表現 (1) 漢字仮名交じりの書」と「Ｂ鑑賞（1）鑑賞」の複合単元の例

学習指導要領に示した指導事項 内容のまとまりごとの評価規準

内容のまとまり「Ａ表現（1）漢字仮名交じりの書」
●評価の観点「知識・技能」

○ 知識

・用具・用材の特徴と表現効果との関わりについて理解している。

・名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わりについて理解している。

○ 技能

・目的や用途に即した効果的な表現の技能を身に付けている。

・漢字と仮名の調和した線質による表現の技能を身に付けている。

●評価の観点「思考・判断・表現」

・漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成について構想

し工夫している。

・目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現について構想し工

夫している。

・名筆を生かした表現や現代に生きる表現について構想し工夫している。

●評価の観点「主体的に学習に取り組む態度」

・主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現の学習活動に取り組もうと

している。

内容のまとまり「Ｂ鑑賞（1）鑑賞」
●評価の観点「知識・技能」

○ 知識

・線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについて理解

している。

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解している。

・漢字の書体の変遷，仮名の成立等について理解している。

・書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解している。

●評価の観点「思考・判断・表現」

・作品の価値とその根拠について考え，書のよさや美しさを味わって捉

えている。

・生活や社会における書の効用について考え，書のよさや美しさを味

わって捉えている。

●評価の観点「主体的に学習に取り組む態度」

・主体的に幅広い鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。



「内容のまとまり」書道Ⅰ「Ａ表現 (1) 漢字仮名交じりの書」と「Ｂ鑑賞（1）鑑賞」の複合単元の例

内容のまとまり「Ａ表現（1）漢字仮名交じりの書」
●評価の観点「知識・技能」

○ 知識

・用具・用材の特徴と表現効果との関わりについて理解している。

・名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わりについて理解している。

○ 技能

・目的や用途に即した効果的な表現の技能を身に付けている。

・漢字と仮名の調和した線質による表現の技能を身に付けている。

●評価の観点「思考・判断・表現」

・漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成について構想

し工夫している。

・目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現について構想し工

夫している。

・名筆を生かした表現や現代に生きる表現について構想し工夫している。

●評価の観点「主体的に学習に取り組む態度」

・主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現の学習活動に取り組もうと

している。

内容のまとまりごとの評価規準

単元「●●●●」
●評価の観点「知識・技能」

○ 知識【表現】

・用具・用材の特徴と表現効果との関わり，名筆や現代の書の表現と用

筆・運筆との関わりについて理解している。

○ 知識【鑑賞】

・線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについて理解

している。

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解している。

・漢字の書体の変遷，仮名の成立等について理解している。

・書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解している。

○ 技能

・目的や用途に即した効果的な表現，漢字と仮名の調和した線質による

表現の技能を身に付けている。

●評価の観点「思考・判断・表現」

○ 思考・判断・表現【表現】

・漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成，目的や用途

に即した表現形式，意図に基づいた表現，名筆を生かした表現や現代

に生きる表現について構想し工夫している。

○ 思考・判断・表現【鑑賞】

・作品の価値とその根拠，生活や社会における書の効用について考え，

書のよさや美しさを味わって捉えている。

●評価の観点「主体的に学習に取り組む態度」

○ 主体的に学習に取り組む態度【表現】

・自身の表現の意図に基づく表現，漢字仮名交じりの書の特質に基づく

表現をする幅広い表現の学習活動に取り組もうとしている。

○ 主体的に学習に取り組む態度【鑑賞】

・書のよさや美しさを感受し，作品や書の意味や価値について考えなが

ら，幅白い鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

単元ごとの評価規準

内容のまとまり「Ｂ鑑賞（1）鑑賞」
●評価の観点「知識・技能」

○ 知識

・線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについて理解

している。

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解している。

・漢字の書体の変遷，仮名の成立等について理解している。

・書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解している。

●評価の観点「思考・判断・表現」

・作品の価値とその根拠について考え，書のよさや美しさを味わって捉

えている。

・生活や社会における書の効用について考え，書のよさや美しさを味

わって捉えている。

●評価の観点「主体的に学習に取り組む態度」

・主体的に幅広い鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。



科目の目標・指導事項
↓

内容のまとまりごとの（目標）評価規準
↓

単元ごとの目標・評価規準

↓

※以下，設定・明記することは求められていない。
単元の目標・評価規準を分割して設定することは可能。

（書道の場合）
大単元の目標（評価規準）

↓
小単元の目標（評価規準）

３ 学習評価について



60

観
点
・
評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知 技 思 態表 態鑑

主
な
学
習
活
動

観
点
の
確
認

意
見
交
換

作
品
制
作
（
作
品
）

言
葉
の
選
定

構
想
・
工
夫
（
構
築
・
再
構
築
）

構
想
・
工
夫
の
見
直
し

意
見
交
換
（
構
想
・
工
夫
の
言
語
化
）

最
終
自
己
評
価

単
元
の
学
習
の
ま
と
め

構
想
・
工
夫
（
表
現
の
工
夫
）

作
品
制
作
（
取
り
組
む
態
度
）

鑑
賞
（
相
互
鑑
賞
・
名
筆
等
鑑
賞
）

意
見
交
換
（
相
互
批
評
・
交
流
）

単
元
の
学
習
の
ま
と
め

学習状況を見取る主な学習活動（例：「漢字仮名交じりの書」の創作）

３ 学習評価について



観
点

知識･技能
思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度
知識 技能

第
１
時

第
２
時

第
３
時

「指導に生かす評価」の場面，「記録に残す評価」の場面

評価する時期や場面の精選

記録

記録

記録

記
録
に
残
す
評
価

記録

３ 学習評価について

注意！

「評価規準」１つ
に対して

「記録に残す評価」
の場面は１つ



観
点

知識･技能
思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度
知識 技能

第
１
時

第
２
時

第
３
時

「指導に生かす評価」の場面，「記録に残す評価」の場面

評価する時期や場面の精選

記録

記録

記録

◎

◎

◎

指
導
に
生
か
す
評
価

記録

３ 学習評価について

「指導に生かす評価」
の場面は

観点ごとの設定数に
一定の決まりはなく
適宜設定可能。



観
点

知識･技能
思考･判断･表現 主体的に学習に

取り組む態度
知識 技能

第
１
時

第
２
時

第
３
時

「指導に生かす評価」の場面，「記録に残す評価」の場面

評価する時期や場面の精選

記録

記録

記録

◎

◎

◎

記
録
に
残
す
評
価

指
導
に
生
か
す
評
価

記録 単
元
で
の
評
価

と
し
て
総
括

３ 学習評価について



観
点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度知識 技能

規
準

（表現） （鑑賞） （表現） （表現） （鑑賞） （表現） （鑑賞）

第
１
時

第
２
時

第
3
時

第
4
時

第
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３ 学習評価について

◎



観
点

知識・技能
思考・判断・表現 主体的に学習に
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Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｃ

Ｂ

総
括

Ａ Ａ Ｂ

単元の評価の総括

３ 学習評価について

総
括

（題材 →）単元 → 内容のまとまり 観点ごとに総括 → 学年評定として観点の評価を総括
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～学習評価を中心に～

令和３（２０２１）年 １０月 ２０日

豊口 和士


